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は
じ
め
に

　

中
世
道
路
研
究
の
ピ
ー
ク
は
、
一
九
九
○
年
代
後
半
〜
二
○
○
○
年
代
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
藤
原
良

章
氏
が
主
催
さ
れ
て
い
た
「
中
世
み
ち
の
研
究
会
」（「
み
ち
研
」）で
、
毎
年
研
究
集
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
数
々
の
研
究
書
を
世
に
問

わ
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
以
前
に
も
交
通
史
研
究
は
あ
っ
た
し
、
戸
田
芳
実
氏
に
代
表
さ
れ
る
古
道
研
究
も
あ
っ
た
が
、「
み
ち
研
」

は
、
考
古
学
と
文
献
史
学
と
が
連
携
し
、
具
体
的
・
即
物
的
に
中
世
の
道
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
施
設
や
人
々
の
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て

お
り
、
従
来
の
研
究
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
。
背
景
に
は
、
下
古
館
遺
跡（
栃
木
県
下
野
市
）、
芳
野
遺
跡（
福
島
県
白
河
市
）、
荒
井
猫
田

遺
跡（
同
郡
山
市
）、
王
ノ
壇
遺
跡（
宮
城
県
仙
台
市
）、
南
小
泉
遺
跡（
同
）な
ど
の
調
査
に
よ
っ
て
、
中
世
道
路
遺
構
が
次
々
と
地
中
か
ら
姿

を
現
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
い
つ
し
か
「
み
ち
研
」
も
開
か
れ
な
く
な
り
、
発
掘
調
査
も
一
段
落
し
て
、
中
世
道
路
研
究
の
高

揚
も
沈
静
化
し
て
い
っ
た
。

　

以
上
は
東
北
に
住
む
者
の
実
感
で
あ
る
が
、
関
東
の
状
況
は
違
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
関
東
各
地
に
名
を
残
す
鎌
倉
街
道
に
関
心
が

集
ま
り
、
発
掘
調
査
成
果
も
蓄
積
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る（
た
と
え
ば
高
橋
修
・
宇
留
野
主
税
編
『
鎌
倉
街
道
中
道
・
下
道
』
高
志
書
院
、
二
○

一
七
年
）。
そ
の
活
況
を
受
け
て
、
二
○
一
九
年
四
月
末
か
ら
六
月
中
旬
に
か
け
て
栃
木
県
立
博
物
館
で
企
画
展
「
下
野
の
鎌
倉
街
道
―

道
を
行
き
交
う
人
と
物
―
」
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
期
間
中
の
五
月
二
六
日
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中
世
の
鎌
倉
街
道
「
奥
大
道
」」
も
行

わ
れ
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
焦
点
が
関
東
に
合
わ
さ
れ
て
い
た
た
め
、
道
が
続
い
て
行
く
先
、
と
く
に
奥
大
道（
お
く
だ
い
ど
う
）の
白
河
以
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北
、
す
な
わ
ち
陸
奥
国
の
範
囲
に
つ
い
て
も
新
た
な
研
究
の
展
開
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
う
し
て
開
催
さ
れ
た
の
が
、
奥
大
道
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
2
「
中
世
奥
羽
の
街
道
と
大
道
」（
於
東
北
学
院
大
学
。
東
北
学
院
大
学
中
世
史
研
究
会
主
催
、
栃
木
県
立
博
物
館
・
東
北
中
世
史

研
究
会
・
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
Ｂ
「
東
北
太
平
洋
沿
岸
地
域
の
歴
史
学
・
考
古
学
的
総
合
研
究
」
共
催
）で
あ
る
。
関
東
で
の
研
究
の

高
ま
り
に
東
北
地
方
の
研
究
者
が
応
え
、
結
果
、
奥
大
道
の
全
体
を
議
論
の
俎
上
に
載
せ
る
仕
儀
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
こ
の
二
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
報
告
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
最
初
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し
た
時
点
以
降
、

認
識
の
深
ま
り
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

　

栃
木
県
立
博
物
館
の
企
画
展
の
名
称
が
「
下
野
の
鎌
倉
街
道
」
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
当
初
は
鎌
倉
街
道
が
前
面
に
出
、
奥
大
道
は
脇
役

的
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
岡
陽
一
郎
氏
に
代
表
さ
れ
る
研
究
に
よ
っ
て
、
鎌
倉
街
道
が
中
世
道
路
を
分
析
す
る
素
材
た
り
う
る
の
か

疑
問
符
が
付
く
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
奥
大
道
に
つ
い
て
も
青
木
文
彦
氏
ら
に
よ
っ
て
、
研
究
者
に
よ
る
と
ら
え
方
に
揺
れ
が
あ
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
二
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
の
到
達
点
は
以
下
で
あ
る
。

　

奥
大
道
は
、
鎌
倉
か
ら
陸
奥
外
浜
ま
で
を
結
ぶ
関
東
・
陸
奥
縦
貫
道
で
あ
り
、
本
来
そ
の
名
称
は
鎌
倉
を
出
発
し
て
陸
奥
に
到
る
道
と

い
う
観
点
で
付
け
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
奥
大
道
の
別
称
が
「
鎌
倉
街
道
中
道（
路
）」
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
鎌
倉
街
道
は
多
分
に

近
世
以
降
の
歴
史
認
識
が
反
映
し
た
名
称
で
あ
り
、「
中
道（
路
）」
も
固
有
名
詞
で
は
な
く
、
軍
勢
が
三
手
に
分
か
れ
て
進
ん
だ
場
合
の

中
央
経
路
を
示
す
相
対
的
な
名
称
に
過
ぎ
な
い
。

　

本
書
は
こ
の
到
達
点
を
踏
ま
え
て
編
ま
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
江
田
論
文
、
岡
論
文
、
入
間
田
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
考

古
学
的
調
査
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
た
道
路
遺
構
が
奥
大
道
か
ど
う
か
を
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
本
書
の
考
古
学
研
究
者
に
よ
る

論
考
で
は
、
様
々
な
状
況
証
拠
か
ら
奥
大
道
の
可
能
性
が
高
い
道
路
跡
を
「
奥
大
道
」
と
称
し
て
い
る
。
ま
た
、
起
点
と
し
て
の
鎌
倉
の

成
立
な
く
し
て
奥
大
道
は
存
在
し
得
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
の
平
泉
藤
原
氏
時
代
に
白
河
関
〜
外
浜
の
街
道
の
整
備
が
な
さ
れ
て
い
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た
。
こ
の
道
路
は
奥
大
道
の
前
身
と
な
る
も
の
と
考
え
、「
原
奥
大
道
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た（
東
山
道
の
延
長
で
、
一
方
の
起
点
は
京
都
）。

　

以
下
、
本
書
に
収
め
ら
れ
た
論
考
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
す
る
。
二
部
構
成
と
し
て
、
関
東
に
関
す
る
論
考
を
第
Ⅰ
部
、
陸
奥（
一
部

出
羽
）に
関
す
る
も
の
を
第
Ⅱ
部
に
お
さ
め
た
。
前
者
は
栃
木
県
博
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
、
後
者
は
東
北
学
院
大
学
で
の
そ
れ
を
基
に

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
両
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
を
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
内
容
も
必
ず
し
も
当
日
と
同
じ
で
は
な
い
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
者
以
外
か
ら
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
論
考
も
あ
る（
高
橋
論
文
・
入
間
田
論
文
）。
ま
た
各
部
と
も
総
論（
江
田
論
文
・
岡
論

文
）を
最
初
に
置
き
、
概
ね
鎌
倉
か
ら
北（
中
世
の
方
位
感
で
は
東
）へ
奥
大
道
を
た
ど
る
よ
う
に
論
考
を
配
列
し
た
。
入
間
田
論
文
は
、
両

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
の
要
素
を
持
つ
の
で
最
後
に
置
い
て
い
る
。

　

も
と
よ
り
細
部
ま
で
論
者
の
見
解
が
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
本
書
に
よ
っ
て
、
奥
大
道
の
再
定
義
が
な
さ
れ
、
そ
の
全
体

像
に
つ
い
て
現
時
点
で
の
最
大
限
の
成
果
が
提
示
で
き
て
い
る
と
す
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

第
Ⅰ
部　

関
東
の
奥
大
道

　

江
田
郁
夫
「
奥
大
道
と
は
何
か
」
は
、
中
世
全
般
に
わ
た
り
、
史
料
に
現
れ
る
関
東
と
奥
州
を
結
ぶ
道
の
呼
称
に
つ
い
て
検
討
し
、
鎌

倉
と
奥
州
を
結
ん
だ
主
要
街
道
の
正
式
名
称
が
「
奥
大
道
」
で
、
戦
国
期
に
至
る
ま
で
「
奥
道
」「
奥
通
」
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
。
そ
の
上
で
、
東
国
に
お
け
る
鎌
倉
の
位
置
づ
け
、
江
戸
の
台
頭
な
ど
に
よ
る
街
道
の
あ
り
方
の
変
化
に
つ
い
て
も
考
察
す

る
。

　

高
橋
慎
一
朗
「
鎌
倉
と
奥
大
道
」
は
、
鎌
倉
の
化
粧
坂
が
、
陸
奥
・
武
蔵
を
経
て
奥
大
道
が
鎌
倉
へ
入
る
際
の
「
正
面
玄
関
」
で
あ
り
、

夜
道
を
照
ら
す
灯
籠
堂
や
卒
塔
婆
が
建
立
さ
れ
る
な
ど
、
幕
府
に
よ
っ
て
整
備
・
荘
厳
さ
れ
て
い
た
と
す
る
。
ま
た
、
卒
塔
婆
に
は
平
泉

文
化
の
影
響
が
あ
る
と
す
る
。

　

青
木
文
彦
「
武
蔵
の
奥
大
道
」
は
、
建
長
八
年（
一
二
五
六
）六
月
二
日
の
い
わ
ゆ
る
奥
大
道
警
固
令
の
受
命
者（
宛
所
）の
名
字
の
地
を
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必
ず
し
も
警
固
対
象
地
す
な
わ
ち
奥
大
道
通
過
地
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
前
提
で
、
武
蔵
国
内
が
警
固
対
象
地
と
目
さ
れ
る
六

名
の
地
頭
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
。
奥
大
道
の
経
路
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
複
路
が
存
在
し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
武
蔵
国

で
は
、
奥
大
道
沿
い
の
主
要
な
渡
河
点
の
宿
の
み
を
警
固
の
対
象
と
し
て
い
た
と
指
摘
す
る
。

　

鈴
木
一
男
「
下
野
小
山
の
奥
大
道
」
は
、
中
世
道
路
遺
構
が
多
数
検
出
さ
れ
て
い
る
栃
木
県
小
山
市
の
遺
跡
に
つ
い
て
の
考
察
。
奥
大

道
と
推
定
さ
れ
る
道
路
遺
構
の
様
態
、
規
模
、
舗
装
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
、
ル
ー
ト
選
定
に
思
川
水
運
を
考
慮
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
奥
大
道
沿
い
に
営
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
二
つ
の
集
落
に
つ
い
て
検
討
し
、
一
つ
を
町
場
的
集
落
、
一
つ
を
水
陸

交
通
の
結
節
点
に
設
け
ら
れ
た
集
落
と
位
置
付
け
、
か
か
る
集
落
の
連
な
り
が
小
山
氏
の
経
済
的
基
盤
と
な
っ
て
い
た
と
す
る
。

　

大
澤
伸
啓
「
奥
大
道
関
連
遺
跡
・
下
古
館
遺
跡
」
は
、
下
古
館
遺
跡
を
奥
大
道
沿
い
の
宿
跡
と
評
価
し
た
上
で
、
経
路
上
の
前
後
に
子

宿
を
も
っ
て
い
た
こ
と
、
遺
構
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
が
可
能
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
座
や
地
域
権
力
・
寺
社
と
関
係
を
も
つ
集
団
の
所
有
・
管
理

す
る
エ
リ
ア
で
あ
り
、
個
人
所
有
と
そ
れ
を
反
映
し
た
短
冊
形
地
割
を
特
徴
と
す
る
近
世
の
宿
と
は
段
階
を
異
に
す
る
こ
と
、
十
四
世
紀

に
奥
大
道
が
付
け
替
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
下
古
館
遺
跡
の
機
能
が
金
井
宿
に
移
転
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。

第
Ⅱ
部　

陸
奥
の
奥
大
道

　

岡
陽
一
郎
「
鎌
倉
幕
府
と
幹
線
道
路
―
「
か
ま
く
ら
か
い
ど
う
」
中
道（
路
）・
奥
大
道
を
中
心
に
―
」
は
、
奥
大
道
を
、
鎌
倉
と
陸
奥

国
を
結
ぶ
幹
線
道
路
で
、
そ
の
名
称
が
鎌
倉
幕
府
周
辺
の
人
々
が
使
い
始
め
た
一
種
の
行
政
用
語
で
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
鎌
倉

街
道
を
、
江
戸
時
代
以
降
の
幹
線
道
路
像
や
幕
府
像
が
投
影
さ
れ
た
産
物
と
喝
破
し
、
奥
大
道
と
鎌
倉
街
道
中
道（
路
）と
の
同
一
視
に
疑

問
を
呈
す
る
。
さ
ら
に
、
鎌
倉
幕
府
の
道
路
行
政
へ
の
関
与
は
限
定
的
で
あ
り
、
従
来
の
中
世
史
研
究
に
お
い
て
、
幕
府
を
あ
ま
り
に
強

大
な
も
の
と
し
て
評
価
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

　

鈴
木
一
寿
「
陸
奥
白
河
の
奥
大
道
」
は
、
芳
野
遺
跡
に
つ
い
て
三
期
に
わ
た
る
遺
跡
の
変
遷
を
詳
述
し
、
検
出
さ
れ
た
道
路
遺
構
を
中


